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 シンボルツリー 

 平成16年7月から、一般市民によるAEDを用いての除

細動を行うことができるようになりました。 

 若くて健康な人でも突然死することがあります。この突

然死の原因の一つに、重症な不整脈（心室細動）があ

ります。でもこの心室細動の患者さんは救うことができま

す。その方法はなるべく早く電気ショック（除細動）を行

うことです。救命手当の方法としてよく知られているの

は人工呼吸や心臓マッサージですが、これだけでは心

室細動を元に戻すことはできません。心停止（心室細

動）の救命率を見た場合、心停止後の除細動が１分遅

れるごとに7%から10%低下するといわれています。  

 AEDとはAutomated External Defibrillator の略で自

動体外式除細動装置のことです。コンピューターを内

蔵し、電極を胸に貼ると心電図を自動的に解析し、機

械が電気ショック（除細動）が必要かどうかを判断してく

れます。ですから、この機械があれば誰でも人の命を

救うことができるのです。 

 AEDを用いて一般市民が除細動を行うことができるよ

うになったのは、もし近くにAEDがあり、心停止から5分

以内に除細動が行われれば救命の可能性は飛躍的に

上昇すると思われるからです。 

 最近は日本でも、空港、役所、学校、スポーツ施設な

ど、人がたくさん集まるところに設置されるようになって

きました。院内でも看護師を対象としたAEDの講習会を

開催しました。これは、夜間の急変時に当直医が到着

するまでの間に、講習を受けた看護師がAEDを用いた

除細動を行えるようにするためです。 

 また、一般市民を対象とした講習会も全国で開かれ

ています。当院でも今後数箇所にAEDを増設する予定

です。                 （麻酔科 櫻井裕教）  

川崎市立川崎病院の基本理念 
 

 

 

川崎市立川崎病院は、自治体病院として、市民に最 

善の医療を提供し、地域の皆様の健康と福祉の向上に 

貢献することを目指し、その目的のために職員の和とた 

ゆまぬ研究心をもって、次のことを実践してまいります。 

 

 １ 「病気」ではなく「病人」を診る患者さん中心の医療 

 ２ 地域の基幹病院として、質の高い医療を提供 

 ３ 健全な経営基盤の確立 

 

 

[患者さんの権利」 

１．生命の尊重と、人格を尊重した医療を受けることができ  

 ます。 

２．安全で安心できる良質な医療を受けることができます。 

３.患者さんご自身の病気や治療について、わかりやすく、 

 また、十分な説明と、その情報の提供を受けることができ 

 ます。 

４．希望や意見を述べていただき、診療方法については 

 自らの意思で選択あるいは拒否することができます。 

５．ご希望により、診療のいかなる段階においても、他の 

 医師の意見を聞くことができます。 

６．診療上の個人情報は保護され、その秘密は守られま 

 す。 

 
 AEDをご存知ですか？これは、自動体外式除細動装置のことで、重
症の不整脈による心停止状態は、いつ訪れるか分かりません。空港や

学校、スポーツ施設で誰かの命をみんなで救うための機械がAEDです。 



 当院では、診断の質等の向上を目的として、平成６年

に導入された２台のＭＲＩ装置のうち、１台を新機種に更

新しました。この切り替え工事期間中は１台のみが稼働

していたため、ご不便をおかけしていましたが、10月24

日から通常の検査が可能となりました。ご協力ありがとう

ございました。 

 この新たなＭＲＩ装置は、患者さんに負担の少ない方

法で血管撮影が出来たり、手術前に病巣の広がりが

チェックできる（DWIBS）などの特殊な検査に威力を発

揮します。 

 また、脳・脳血管、脊椎・脊髄、関節や腹部臓器はも

ちろん、心臓や乳腺などの従来の機種では検査できな

かった部位の撮影も可能になりました。 

 これらの検査効率の向上によって、より高度な検査が

可能になるとともに、

長期に及んでいる予

約待ち期間の短縮に

も期待しています。 

 さて、現在では一

般的になった、この

「ＭＲＩ」や「ＣＴ」と

は、何の略で、どのよ

うな検査をするものかはご存知ですか？ 

 「ＭＲＩ」はMagnetic Resonance Imaging（磁

気共鳴画像）の略で、「ＣＴ」はComputed To-

mography の略語です。それぞれの機能は異

なっており、「ＣＴ」で撮影すると、Ｘ線を使用してコン

ピューターで画像処理した「水平方向の輪切り写真」に

なります。 

 「ＭＲＩ」は、磁石のトンネルに入って“共鳴”した状態

を写真に表したもので、撮影する場合、原則としてどの

ような方向でも検査することが可能です。「そうすると

『ＭＲＩ』だけでいいの

ではないか」と思われ

る方もおいでですが、

それぞれに特徴があ

り、病気の時期や種

類、症状などから検査

方法が選択されます。 

 この点については医

師にお任せいただき、

疑問･質問は診察のと

きに遠慮なくお尋ねく

ださい。 

 

 

 

 

 当院では、院内の各箇所に投書箱を設置し、病院

を利用される方々からご意見をいただいています。

皆様からいただくご意見は、設備の改善要望であっ

たり職員への励ましのお言葉であったりしますが、職

員の接遇態度に関する厳しいものも多くお寄せいた

だいています。 

 皆様からいただく厳しい御意見にお応えしてより良

い病院づくりを進めていくために、院内に接遇教育

委員会を設置し、職員の接遇教育を進めています。 

この委員会は、院内の全部署の各職種で構成

し、接遇研修会の開催等を行っています。 

 平成１７年の１０月には、全部署・全職員から「接遇

標語」を募集しました。 

  

 

 

  

 『温かさと 心の通う 病院づくり』 

 『広げよう挨拶 交わそう笑顔』  

 『人と人とのつながりは 互いに気遣う 思いやり』 

 ・・・等の１８０作品が応募されました。これらの中か

ら審査を行い、１２月２８日に接遇標語を発表いたし

ます。選ばれた標語でポスター作成などを行い、こ

れからの接遇教育に役立てていきます。 

今後とも、よりよい病院づくりのため、接遇教育委員

会が中心となって職員の接遇教育を進めてまいりま

す。さらなる取り組みを進めていくため、投書
箱等へ皆様からのご意見をお寄せくださいま

すようお願いいたします。 

            （接遇教育委員会） 

 当院には２台のMRI（磁気共鳴画像）装置があります。９月から、そのうち

１台を新機種とする撤去・設置工事を行っていたため、ＭＲIは１台のみが稼

働する状況となっておりました。 

 検査の予約期間の長期化など皆様にはご迷惑をおかけいたしましたが、10

月24日にすべての工事が終了し、２台のMRIでの稼働を始めました。 

 

川崎病院では、外来案内や

小児科病棟での絵本の読み聞か

せ、院内図書などさまざまな場

面でボランティアな方が活躍し

ています。 

協力していただける方は、

ボランティアコーディ

ネーター中塚(8N病棟)

まで御連絡ください。 

 



 川崎病院の情報や診療科・専門外来などについては、当院の

ホームページでご案内しております。 

 ホームページでは、その他にも新しい情報や皆様の健康に役

立つ情報をお届けしていますので、 

          ぜひ！アクセスしてください。 
http://www.city.kawasaki.jp/35/35kawsyo/home/home.htm 

 

  

 泌尿器科というと、「受診するのが恥ずかしい」

と敷居が高いように思われるかもしれません。で

も、私たち泌尿器科外来・病棟スタッフは、当院の

病院理念である「病気ではなく病人を診る患者さ

ん中心の医療」に基づいて、4人の専門医を中心

に懇切丁寧に外来診療、入院・手術にあたって

います。 

 おしっこに関する心配ごと（血尿、出にくい、頻

尿、もれる、痛いなど）、前立腺がんの検診相談、

結石、ＥＤなどでお悩みのときにはどうぞ受診して

下さい。 

 また、腎結石を切らずに治す体外衝

撃波治療も当科で行っています。               

               

       泌尿器科部長   中村 薫 

 暖かい季節には軽かった腰痛や関節痛も、寒い

季節になると強く出てきやすくなります。今回の季節の

ワンポイントは、腰痛症・関節痛症について整形外科

の野村医師にお話を伺いました。 

 

 

腰は、人類が2本足で立ち始めた時からの宿命で、

体の要として一番負担がかかりやすく、ちょっとしたこと

で腰痛が発生することもあります。 

ほとんどの方が一生に一度はぎっくり腰(急性腰痛)

を経験するといわれ、整形外科外来で患者数がもっと

も多いのが腰痛関連の疾患です。 

原因として、椎間板・椎間関節性、筋・筋膜性、姿勢

性等いろいろありますが、腰痛が出た場合は自分で一

番楽な姿勢でじっと横になることが大切です。 

急性の場合アイスノンなどの冷却パックで一番痛い

場所を冷やすとかなりの鎮痛効果が期待できます。逆

に入浴や使い捨てカイロなどで暖めることも鎮痛効果

があります。もし痛み止めがあれば飲むのがベターで

しょう。少し楽になって動けるようになっても要注意で

す。腰痛が残る場合、完全に取れるまではコルセットを

して腰に負担をかけないことが大切です。１～２日経っ

てもあまり痛みが引かず、中腰が辛く、靴下をはくのも

大変という痛みなら、病院を受診してください。安静時

痛がある場合は、内臓からの可能性も考えられます。 

また、腰部から太腿の外側あるいは下腿の外側に

及ぶ「しびれ」や痛みがある場合は、腰椎椎間板ヘル

ニアによる坐骨神経痛が考えられますので、早めに病

院を受診して下さい。 

幸い、腰痛がとれても、普段から予防としては腰痛

体操や生活改善を充分にしておくことが重要になりま

す。腰痛体操はいろいろな方法がありますが、腹筋運

動や背筋運動が代表的です。運動は無理せずに軽く

始めるのがよいでしょう。腹筋は肩が床から１０cm、背

筋は胸が１０cm浮く位で２～３秒止めて1回とします。

最初は５～１０回位から初めて、２０～３０回に増やしま

す。最低１～２か月以上続けてください。確実に効果

を実感できます。 

次に、生活の中でも腰に負担がかかる動作を避ける

ことが大切です。物を持ち上げるときは中腰で上げ

ず、腰を下ろしてから持ち上げるようにします。掃除で

は掃除機のホースを長くして中腰にならないようにしま

す。洗面でも同様です。毎日の通勤などで手に持つ

鞄もばかになりません。軽い鞄を選ん

だり、中身も軽くしたりする工夫が大切

です。もし、腰痛が出てきたら、早めに

コルセットをして悪化させない注意も

必要です。 

 

 医療技術の進歩により、人間の感知能力を超

えた生体情報が得られる今日、病院で行われる

検査には、患者さんから採血された血液、尿等

の一般的検査や、患者さんから直接情報を得る

心電図、脳波、超音波検査、そして今話題に

なっているアスベストによる中皮腫の診断にか

かせない喀痰からの細胞診検査、血液のドロド

ロ・サラサラなどの粘張度をさらに詳細に分析す

る 血液成分検査などがあります。 

 当科では、常に精度の高い検査と、技術の向 

    上を図るとともに、２４時間３６５日体制で

休むことなく、より高度で安全な  

 医療をめざした臨床支援を行ってい 

 ます。 

検査科部長 杉浦 仁  



  秋も深まり、冬の気配も感じられる今日この頃ですが、いかがお過ごしですか？

「くすの木」第８号をお届けいたします。季節のワンポイントなど皆さまに楽しんでいただける紙面づく

りを心掛けていきますので、どうぞご愛読ください。                （広報委員会） 

◇快適な療養環境づくりをめざして◇ 
 当院では、通院される患者さんや市民の皆さんが、

「病院」という緊張感から少しでも開放された癒しの空

間になるようにと、さまざまな療養環境づくりを行ってい

ます。 

◇絵画や書◇ 
 まず、廊下やエレベーターホールをはじ

めとする全フロアには絵画や書が飾られて

います。 

 この飾られている絵画等のほとんどは、市民の皆さん

からの寄贈によるものです。特に１階は、ホールや廊下

などさまざまな場所に絵画が展示され、ゆっくりと鑑賞さ

れる患者さんやご家族の方々もいらっしゃいます。 

◇たっぷりの緑と季節感豊かな花々◇ 
 病院敷地内の外構周囲の植栽についても、シルバー

センターのご協力をいただき、季節感豊かな緑や花が

楽しめるよう毎日のように手入れをしてい

ます。 

 この病院通信のタイトルにもなっている

「くすの木」をはじめとする木々は、病院

の敷地を囲んで入院患者さんが集う中庭を心地よい空

間にしています。 

 さらに、病院の正門脇の花壇では、季節に合わせて

春はチューリップ、夏はひまわりなどが豊かな彩を添え

ています。 

◇院内の植栽◇ 
先日「院内に緑の植栽を置いてほしい」という投書を

患者さんよりいただきました。 

病院としては従来から、土や植物からの細菌感染の

可能性を考え、生の

植栽は院内には置

かない方針としてい

ます。 

本物にはかないま

せんが、目の保養に

なればと造花等で代

用しておりますの

で、ご理解をいただ

きますよう、お願いい

たします。 

当院では、入院中の患者さんにより良い療養生活を

送っていただくため、また、少しでも心の励みになれば

と考えて、毎年ニューイヤーコンサートを開催し、たくさ

んの方からご好評をいただいています。 

 これまで、さまざまな方がコンサートの趣旨に賛同さ

れ、ボランティアとしてご出演されました。 

 １２回目の開催となる今年は、新たに川崎の顔となっ

た「ミューザ川崎」のフランチャイズオーケストラである東

京交響楽団にご出演いただけることとなりました。皆さ

んがいつも利用している１階の待合ロビーが、コンサー

ト会場に大変身します。 

 川崎市立川崎病院で素敵な音楽を聞いて、新春気

分を満喫してください。年齢を問わずに楽しんでいただ

けます。 

 患者さんをはじめ、どなたでも鑑賞していただけます

ので、鑑賞をご希望の方は、コンサート当日、直接会場

へお越しください。 

   

  お問い合わせ 川崎病院庶務課庶務係 

                  ℡233－5521 内線3543 

日 時  平成1８年1月１８日（水） 

      午後6時開演 

場 所  外来棟・1階ロビー 

出 演  東京交響楽団 

入場無料 

 

 
 

川崎病院では、生ゴミから

堆肥(コンポスト)をつくり、

院外の施設・団体の方にも無

料でお分けしています。 

コンポストを希望される方

は、当院の庶務課

管理係までご連絡

ください。 




